
社協たより
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11 月の社協だより

　今月号の表紙は「オレンジフェスタ」
で参加者と「サザエさん de 体操」に出演

されたオレンジサポーターの皆さんです。認
知症の理解を広めるため活躍されました。
その他、「子ども民生委員活動」や、「福祉

座談会」についてご紹介しています。

子ども民生委員活動／地域福祉課

認知症事業「オレンジフェスタ」／地域福祉課

地域福祉委員例会／地域福祉課

法人後見業務検討委員会／在宅福祉課

福祉座談会／在宅福祉課

介護支援専門員連絡会／総務課

高年齢者の生きがいづくり／シルバー人材センター

生活困窮者自立支援事業／在宅福祉課

社協情報／もの忘れ相談室、心配ごと相談など

地域サロン／寺迫古城会サロン、北向みゆきサロン

地域を支えるふくしの輪／

　　　　　災害ボランティアセンター応援派遣

P2

社会福祉法人　益城町社会福祉協議会

P3

P4

P5

P6

　認知症月間イベント「オレンジフェスタ」を開催しました！

P7

P8



　

９
月
15
日
敬
老
の
日
、
地
域
の
民
生

委
員
と
一
緒
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

お
宅
を
訪
問
す
る
子
ど
も
民
生
委
員
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
木
山
中
学
校
11
名
、

益
城
中
学
校
７
名
の
生
徒
た
ち
で
す
。

生
徒
に
は
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
の
時
に

民
生
委
員
の
仕
事
や
役
割
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
い
、
事
前
に
い
く
つ
か
の
質

問
を
考
え
て
き
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「
何
時
に
起
き
る
の
で
す
か
？
」「
元
気

の
秘
訣
は
何
で
す
か
？
」
と
考
え
て
き

た
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
帰
る
時
に

は
「
熱
中
症
に
は
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
」
と
温
か
い
言
葉
を
か
け
、
高
齢
者

は
と
て
も
喜
び
、
最
後
は
握
手
ま
で
さ

れ
て
温
か
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
一
人
暮
ら

し
の
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ

た
」「
皆
さ
ん
高
齢
者
と
は
思
え
な
い

ぐ
ら
い
元
気
で
綺
麗
だ
っ
た
」「
歩
い

た
こ
と
も
な
い
道
を
歩
き
、
話
し
を
し

て
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
地
域
に
興
味
を
持
ち
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
貴
重
な
経
験

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

子ども民生委員活動
地域福祉課

地域の皆様には、中学生の訪問に笑顔でお応えいただきました

民生委員さんと一緒に地域を歩いて訪問

　

９
月
の
「
認
知
症
月
間
」
に
合
わ
せ
、

９
月
20
日
（
土
）
に
「
オ
レ
ン
ジ
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
認
知
症
へ
の
正

し
い
理
解
を
広
め
る
た
め
、
益
城
町
役

場
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
益
城

病
院
、
当
協
議
会
が
合
同
で
開
催
し
た

も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、
若
年
性
認
知
症
が
テ
ー

マ
の
映
画
上
映
で
理
解
を
深
め
た
ほ

か
、
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
参
加
者

の
皆
さ
ん
で「
サ
ザ
エ
さ
ん
d
e
体
操
」

を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
つ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
開

設
し
、
住
民
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
体
操
で
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
一
緒
に
体
を
動
か
し
、
会
場
は
温

か
い
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
３
つ

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
大
変
盛
況
で
、
認

知
症
へ
の
関
心
の
高
さ
を
改
め
て
実
感

す
る
貴
重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
認
知
症
の
予
防
法
や
地
域
の
カ
フ
ェ

の
取
り
組
み
、
い
ざ
と
い
う
時
の
相
談

先
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
認
知
症
を
身
近
な
事
と
し
て
捉

え
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。　

認知症事業
地域福祉課

学
び
と
体
験　
認
知
症
を
「
自
分
ご
と
」
に

若年性認知症がテーマの映画を上映

みんなでサザエさん de 体操の様子

地
域
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る　
貴
重
な
体
験
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９
月
30
日（
火
）交
流
情
報
セ
ン
タ
ー

ミ
ナ
テ
ラ
ス
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
に
つ
い
て
社
協
の
事
業
担
当
よ
り
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
困
窮
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
「
困
窮
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
頭
に
は
あ
る
が
、
言
葉
に
出

し
た
り
、
文
字
で
表
現
す
る
こ
と
は
難

し
い
」「
経
済
的
な
問
題
だ
け
で
な
く
、

心
身
の
不
調
や
社
会
的
な
孤
立
も
含
ま

れ
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
多
様
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
問
活
動

中
に
困
窮
世
帯
を
発
見
し
た
際
に
、
ど

う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
良
い
か
分
か
ら

な
い
と
の
意
見
も
あ
り
、
研
修
の
際
に

配
ら
れ
た
、
困
窮
事
業
の
チ
ラ
シ
を
活

用
し
て
は
ど
う
か
等
、
気
に
な
る
世
帯

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
な
ど
が
確
認
で

き
、
活
発
な
意
見
交
換
の
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
例
会
の
内
容
を
活
か

し
よ
り
良
い
地
域
の
見
守
り
活
動
へ
繋

げ
て
い
き
ま
す
。

第２回　地域福祉委員例会
地域福祉課 「

ど
う
支
え
る
？
」
課
題
共
有
で
よ
り
良
い
活
動

【地域福祉委員交代のお知らせ】

　　　　　　　　　  氏名：篠原 晴美
 
　　　　　　　　　  担当区：馬水南

　　　　　　　　　  よろしくお願い
　　　　　　　　　  いたします

※前任の井芹鐵也氏には、
　長年わたり大変お世話になりました。
　誠にありがとうございました。

グループワークの意見交換の様子

法人後見業務検討委員会
在宅福祉課

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
た
め
に

写真左から委員の弁護士 森枝大輔氏、司法書士 松尾英美氏

検討委員会の様子

グループ発表を通じ情報共有

　

10
月
14
日
（
火
）
益
城
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
は
ぴ
ね
す
」
に
て
、
本
年

度
の
法
人
後
見
業
務
検
討
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
法
人
後

見
事
業
の
適
正
な
運
営
と
発
展
を
目
指

す
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
議
の
冒
頭
で
は
、
新
た
に
参
加
い

た
だ
く
委
員
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
今
後
、

法
定
後
見
の
活
用
を
予
定
し
て
い
る
具

体
的
な
案
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
ご
本
人
の
生
活
と
権
利
を
守
る
た

め
の
最
適
な
支
援
方
法
に
つ
い
て
、
専

門
的
な
見
地
か
ら
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
協
議
で
は
、
法
人
後
見
事
業
の

現
在
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
支
援
の
現
状
と
課
題
を
共
有
し
ま

し
た
。

　
当
協
議
会
で
は
、
今
後
も
委
員
の
皆

様
と
連
携
を
密
に
し
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

法
人
後
見
事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました

福祉座談会
在宅福祉課

市
ノ
後
第
２
団
地
、
広
崎
第
３
団
地
、
広
崎
第
２
団
地

世代を超えての参加活動の意見も交わされた広崎第２団地

広崎第３団地では有意義な情報共有の場となりました

市ノ後第２団地では公共施設の検討などの意見も

健
康
フ
ェス
タ
参
加

　
10
月
12
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
、
益
城

町
主
催
の
「
第
31
回
き
ま
ま
に
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
共
同
募
金
と
ふ
く
し
相
談
の
ブ
ー
ス
に

多
く
の
皆
様
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
募
金
に
も
温
か
い
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

団
地
の
役
員
を
は
じ
め
、
区
長
、
民
生

児
童
委
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

役
場
職
員
が
参
加
し
、
当
協
議
会
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ

Ｓ
Ｗ
）
の
役
割
や
地
域
連
携
に
つ
い
て
説

明
し
、
各
団
地
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◎
市
ノ
後
第
２
団
地
福
祉
座
談
会

（
８
月
27
日
）

　
集
会
所
が
な
い
た
め
、
今
後
の
集
ま
り

で
は
近
隣
の
公
共
施
設
を
検
討
す
る
こ

と
や
、
駐
車
場
等
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
で
問

題
が
生
じ
た
際
は
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
す
る
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

◎
広
崎
第
３
団
地
福
祉
座
談
会

（
９
月
１
日
）

　
座
談
会
で
は
、
団
地
住
民
と
近
隣
住
民

と
で
ラ
ジ
オ
体
操
が
毎
朝
行
わ
れ
て
お

り
、
地
域
に
と
っ
て
大
切
な
交
流
拠
点
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
話
題
に
上
が
り
ま
し

た
。

　
世
代
を
問
わ
ず
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
こ
の
活
動
は
、
日
頃
か
ら
の
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
団
地
住
民
と
区
長
も

含
め
た
地
域
の
役
員
と
で
相
互
に
理
解

を
深
め
る
、
有
意
義
な
情
報
共
有
の
場
と

な
っ
た
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

◎
広
崎
第
２
団
地
福
祉
座
談
会

（
９
月
27
日
）

　
広
崎
第
２
団
地
で
は
、
役
員
の
成
り
手

探
し
や
円
滑
な
引
き
継
ぎ
、
住
民
の
意
見

を
ま
と
め
る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
中
、
今

回
の
座
談
会
で
「
相
談
で
き
る
先
が
増
え

て
良
か
っ
た
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
現
在
住
民
主
体
で
行
っ
て
い

る
元
気
体
操
や
、
月
１
回
の
熊
本
学
園
大

学
の
学
生
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
は
継
続
し
つ

つ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代
を
超

え
て
参
加
で
き
る
活
動
も
企
画
し
て
い
き

た
い
、
と
い
う
前
向
き
な
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

社会福祉士連絡会による
ふくし相談も実施しました
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介
護
支
援
専
門
員
連
絡
会

総
務
課

第３回連絡会が
　　開催されました

　

９
月
18
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
29
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
医
療
と
介
護
の
連
携
と
高
額
医
療

費
・
生
活
保
護
等
の
費
用
支
援
制
度
」

に
つ
い
て
町
健
康
保
険
課
、
福
祉
課
か

ら
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
限
度
額
適

用
認
定
証
は
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

す
れ
ば
、
不
要
に
な
っ
た
り
、
高
額
療

養
費
や
重
心
医
療
に
つ
い
て
の
医
療

費
の
負
担
額
を
軽
減
で
き
る
制
度
に
つ

い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
組

織
の
担
当
課
の
役
割
と
連
携
先
等
の
詳

細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

介
護
支
援
専
門
員
は
、
毎
月
、
利
用

者
宅
を
訪
問
す
る
中
で
医
療
と
の
連
携

に
関
わ
る
こ
と
が
多
く
、
相
談
を
受
け

る
事
も
多
い
で
す
。
介
護
者
手
当
の
申

請
に
つ
い
て
や
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
、
必
要
時
の

申
請
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。様
々

な
相
談
を
受
け
た
際
、
制
度
や
社
会
資

源
を
理
解
し
、
関
係
機
関
と
連
携
で
き

る
様
、
情
報
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
こ
と

が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

介護者手当の支給についての資料

高
年
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
りシ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
の
き
っ
か
け
は
？

　

家
に
居
て
じ
っ
と
し
て
い
る
と
、
心

も
体
も
疲
れ
て
く
る
。
年
齢
に
見
合
っ

た
仕
事
を
し
て
、
適
度
に
疲
労
感
を
味

わ
い
た
い
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

入
会
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
…
？

　
今
ま
で
の
仕
事
が
多
忙
で
毎
日
ク
タ

ク
タ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
適
度

の
疲
れ
、
頭
も
使
い
、
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
れ
て
良
い
で
す
。

趣
味
は
あ
り
ま
す
か
？

　

し
ば
ら
く
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

最
近
久
々
に
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。

会員紹介
～タスキ～ No.59

氏
名
／
井
上
あ
い
子
さ
ん(

惣
領
２
町
内)

所
属
／
フ
リ
ー
班(

定
期
就
業
）

庭
で
素
振
り
や
練
習
場
に
行
っ
て
い
ま

す
。
近
々
コ
ー
ス
を
回
る
予
定
な
の
で
、

18
ホ
ー
ル
を
ケ
ガ
無
く
回
る
こ
と
を

目
標
に
に
楽
し
み
た
い
で
す
。
他
に
も

主
人
と
毎
日
１
時
間
歩
く
の
が
日
課
に

な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
場
所
を
歩
い
て

い
る
の
で
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
感

じ
て
い
ま
す
。

パソコン入力作業の様子

落ち葉掃き作業の様子

益城町対宅高齢者安心確保事業のご案内資料
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生活困窮者自立支援事業（困りごとの相談窓口）
在宅福祉課

問い合わせ：在宅福祉課
　　　　　  ☎ ０９６－２１４－５５６６
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生活困窮者自立支援事業（困りごとの相談窓口）
在宅福祉課

◇
も
の
忘
れ
相
談
室

　

認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
解
決
を
一

緒
に
考
え
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、

必
要
な
機
関
に
ご
紹
介
す
る
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

相
談
日
／
11
月
18
日
（
火
）
①
13
時
30
分
か
ら　
　

　
　
　
　

②
14
時
30
分
か
ら  

③
15
時
30
分
か
ら

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
D

※ 

事
前
予
約
制
で
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

現
在
、
事
前
予
約
制
の
入
会
説
明
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
／
随
時
（
平
日
９
時
～
16
時
）

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
事
務
所

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

問
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐
６
０
９
２

◇
心
配
ご
と
相
談

　

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
ご
と
か
ら
、

土
地
や
相
続
な
ど
の
法
律
に
関
す
る
こ
と
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
不
要
（
相
談
対
応
中
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

日
時
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　

10
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
15
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
Ｄ

　
　
　

 

住
所
（
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

相
談
員
は
左
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

日　程 専門相談員 相談員

11 月 5 日（水） 松尾英美
（司法書士）

川端友博
（民生児童委員）

11 月 12 日（水） 松尾　一
（行政相談委員）

林　眞二
（人権擁護委員）

坂本忠司
（民生児童委員）

11 月 19 日（水） 松尾英美
（司法書士）

谷川淳子
（人権擁護委員）

西川達也
（民生児童委員）

11 月２6 日（水） 松尾　一
（行政書士）

西美恵子
（民生児童委員）

12 月 3 日（水）
松尾英美

（司法書士）
未　定

（民生児童委員）

※ 

相
談
員
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　
自
宅
で
家
族
等
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
を

対
象
に
介
護
に
役
立
つ
講
話
や
介
護
者
同
士
の

交
流
、
情
報
交
換
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
27
日
（
木
）
10
時
か
ら
13
時

場
所
／
ケ
ア
ポ
ー
ト
益
城
交
流
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
安
永
１
０
３
０
）

内
容
／
①
介
護
に
役
立
つ
ア
ロ
マ
の
お
話
し
と

　
　
　

ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作
り

　
　
　

②
食
事
を
し
な
が
ら
介
護
者
交
流
会

定
員
／
20
名

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

楽
し
く
学
ん
で
、
皆
で
共
に
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
！

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に
対
す

る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
も
ち
、
地
域
で
認
知

症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
、
で
き
る
範
囲
で
手

助
け
を
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
講
座
だ
け
で
な
く
認
知
症
予
防
の
た

め
の
頭
や
体
の
体
操
も
行
い
ま
す
。
動
き
や
す

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
29
日
（
土
）
10
時
か
ら
12
時

場
所
／
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー 

カ
タ
ル

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
木
山
５
９
２
）

定
員
／
20
名

問
／
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
カ
タ
ル

　
　

☎
０
９
６
‐
２
３
７
‐
８
８
２
２

◇
第
３
回　
社
協
ま
つ
り

日
時
／
11
月
15
日
（
土
）
10
時
か
ら
14
時

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

は
ぴ
ね
す

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

内
容
／
S
e
p
p
o
ー
C
C
Q
の
漫
才

シ
ョ
ー
、
未
来
の
木
「
ま
し
木
」
を
作
ろ
う
、

地
域
活
動
発
表
、
伝
承
遊
び
、
展
示
・
体
験
・

販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

Seppo-CCQ のお二人（写真左から）那須氏と藤岡氏

ご夫婦での入会も大歓迎です！
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　平成２１年５月から始まったサ
ロン。アットホームな雰囲気の中
で、笑顔の絶えることのないサロ
ンです。

開催日／毎月第１木曜日
時　間／９時３０分から

場　所／寺迫公民館

ロ
　町内の各地域サロンでは、高齢者をはじめ、地域の人々
が楽しく集える場づくりが盛んに行われています。また、
介護予防や閉じこもり防止、見守り、仲間づくり、社会参
加を目的とした活動にも取り組んでいます。

地域を支えるふくしの輪地域を支えるふくしの輪

発行/社会福祉法人　益城町社会福祉協議会　会長　西村　博則

〒861-2233熊本県上益城郡益城町惣領１４７０
益城町保健福祉センター「はぴねす」内
ＴＥＬ /096-214-5566　ＦＡＸ /096-214-5567
ホームページ　https://www.mashiki-shakyo.or.jp/

「誰もが安心して暮らせるまちづくりを
支えている活動を紹介します」

介護予防運動に認知症講話、健康を意識されています

「令和７年８月豪雨」職員派遣

～つながる地域・住みよいまち～

寺迫古城会サロン

北向みゆきサロン

研修旅行や季節に応じた楽しい企画を実施されています

地域サ ン

２０２５

11
No.332

八代市災害ボランティアセンター派遣の様子

楽しみながら健康維持

男性も多く、活気があります

　平成３０年から始まったサロン。
毎回２０名前後の参加者でにぎわ
いをみせています。自主活動が盛
んなサロンです。

開催日／毎月２５日
時　間／１３時３０分から

場　所／北向公民館

　令和７年８月に発生した低気圧や前線により、熊本県、鹿児島県
など、各地で浸水や土砂崩れなど人的及び家屋への被害が発生し、
複数県の市町村に災害救助法が適用されました。
　災害救助法が適用された被災地の各県共同募金会及び日本赤十
字社では、被災された方を支援するために義援金の募集を行ってい
ます。皆様からお寄せいただいた義援金は被災県において取りまと
められ、被災者へ配分されます。
　また、本災害における熊本県内の災害ボランティアセンターへこ
れまでに延べ 11 名の職員を派遣しています。
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